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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞分裂制御タンパク質cdc2は、サイクリン依存性キナーゼ1（Cdk1）またはp34/cdk1としても知られ、真核生物の細胞周期の制御において重要な役割を果たし、S期および有糸分裂への移行に必須です。Cdc2はサイクリンAおよびサイクリンBの両方と複合体として存在します。これらの複合体の中で最もよく特徴付けられているのは、G2期からM期への移行に必須のCdc2 p34サイクリンB複合体です。Cdc2の活性化は、サイクリン結合やスレオニン161のリン酸化など、いくつかの段階で制御されます。しかし、有糸分裂への移行中にcdc2を活性化する上で最も重要な調節段階は、Tyr15およびTyr14の脱リン酸化であると考えられます。 Tyr15のリン酸化とCdc2の阻害はWEE1およびMIKプロテインキナーゼによって行われ、Tyr15の脱リン酸化とCdc2の活性化はcdc25ホスファターゼによって行われます。アイソフォームCDC2deltaTは乳がん組織に認められます。さらに、cdc2/Cdk1は脳の発達と変性における神経細胞死の重要なメディエーターです。
	研究分野
	アポトーシス
	画像データ
	

	Jurkat（1）細胞溶解物に対するCDC2マウスmAbを用いたウエスタンブロット分析。
	

	CDC2マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。赤：アクチンフィラメントをAlexa Fluor-555ファロイジンで標識。
	

	CDC2 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (紫) を使用した PC-2 細胞のフローサイトメトリー分析。

